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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末が基地局に任意接続を行う方法であって、
　前記方法は、
　前記基地局に任意接続プリアンブルを伝送することと、
　前記任意接続プリアンブルに応答して、前記基地局からＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）　ＰＤＵ（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）のヘッダ
ー部にバックオフ指示子サブヘッダーを含むがＭＡＣ任意接続応答（ＭＡＣ　ＲＡＲ）は
含まないＭＡＣ　ＰＤＵの形態を有する任意接続応答メッセージを受信することと、
　任意接続応答受信動作が失敗したと見なし、任意接続応答受信失敗のための後続動作を
行うことと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記端末は、
　所定時間長さを有する任意接続応答ウィンドウ内に任意接続応答が受信されていない場
合、又は
　受信された任意接続応答のいずれもが前記伝送された任意接続プリアンブルに対応する
任意接続プリアンブル識別子を含まない場合、
　前記任意接続応答受信動作が失敗したと見なすように適合される、請求項１に記載の方
法。
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【請求項３】
　受信された任意接続応答のいずれもが前記伝送された任意接続プリアンブルに対応する
任意接続プリアンブル識別子を含まない場合は、
　受信された全ての任意接続応答が、前記伝送された任意接続プリアンブルにマッチしな
い任意接続プリアンブル識別子を含む第１の場合、及び
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵのヘッダー部にバックオフ指示子サブヘッダーを含むがＭＡＣ　Ｒ
ＡＲは含まないＭＡＣ　ＰＤＵの形態を有する任意接続応答メッセージが受信される第２
の場合を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記任意接続応答受信失敗のための後続動作は、
　任意接続プリアンブル伝送カウンターを１だけ増加させることと、
　前記任意接続プリアンブル伝送カウンターが予め定められた最大プリアンブル伝送回数
に達した場合、任意接続に問題があることをＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ）階層よりも上位の上位階層に示すことと
　により、行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記任意接続応答受信失敗のための後続動作は、
　前記任意接続プリアンブルがＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）
階層によって選択された場合、前記バックオフ指示子サブヘッダー内のバックオフ指示子
を用いて選択されたバックオフ時間だけ後続する任意接続プリアンブル伝送を遅延させる
ことにより、行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵの形態を有する任意接続応答メッセージはＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）を介して受信される、請求
項１に記載の方法。
【請求項７】
　基地局に任意接続を行う端末であって、
　前記端末は、
　前記基地局に任意接続プリアンブルを伝送する伝送（Ｔｘ）モジュールと、
　前記任意接続プリアンブルに応答して、前記基地局からＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）　ＰＤＵ（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）の形態を
有する任意接続応答メッセージを受信する受信（Ｒｘ）モジュールと、
　前記受信モジュールが受信した任意接続応答メッセージが、前記ＭＡＣ　ＰＤＵのヘッ
ダー部にバックオフ指示子サブヘッダーを含むがＭＡＣ任意接続応答（ＭＡＣ　ＲＡＲ）
は含まないＭＡＣ　ＰＤＵである場合、任意接続応答受信動作が失敗したと見なし、任意
接続応答受信失敗のための後続動作を行うように適合されたＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層モジュールと
　を含む、端末。
【請求項８】
　前記ＭＡＣ階層モジュールは、
　所定時間長さを有する任意接続応答ウィンドウ内に前記受信モジュールが任意接続応答
を受信できなかった場合、又は
　前記伝送モジュールから伝送された任意接続プリアンブルに対応する任意接続プリアン
ブル識別子を含む受信された任意接続応答のいずれもが前記受信モジュールによって受信
されていない場合、
　前記任意接続応答受信動作が失敗したと見なすように適合される、請求項７に記載の端
末。
【請求項９】
　前記伝送モジュールから伝送された任意接続プリアンブルに対応する任意接続プリアン
ブル識別子を含む受信された任意接続応答のいずれもが前記受信モジュールによって受信
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されていない場合は、
　前記受信モジュールにより受信された全ての任意接続応答が、前記伝送モジュールから
伝送された任意接続プリアンブルにマッチしない任意接続プリアンブル識別子を含む第１
の場合、及び
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵのヘッダー部にバックオフ指示子サブヘッダーを含むがＭＡＣ　Ｒ
ＡＲは含まないＭＡＣ　ＰＤＵの形態を有する任意接続応答メッセージが前記受信モジュ
ールにより受信される第２の場合を含む、請求項８に記載の端末。
【請求項１０】
　前記ＭＡＣ階層モジュールは、前記任意接続応答受信失敗のための後続動作として、任
意接続プリアンブル伝送カウンターを１だけ増加させ、
　前記ＭＡＣ階層モジュールは、前記任意接続プリアンブル伝送カウンターが予め定めら
れた最大プリアンブル伝送回数に達した場合、任意接続に問題があることをＭＡＣ（Ｍｅ
ｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層よりも上位の上位階層に対応する上位階
層モジュールに示す、請求項７に記載の端末。
【請求項１１】
　前記ＭＡＣ階層モジュールは、前記任意接続応答受信失敗のための後続動作として、前
記任意接続プリアンブルがＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層
によって選択された場合、前記バックオフ指示子サブヘッダー内のバックオフ指示子を用
いて選択されたバックオフ時間だけ後続する任意接続プリアンブル伝送を遅延させる、請
求項７に記載の端末。
【請求項１２】
　前記受信モジュールは、前記ＭＡＣ　ＰＤＵの形態を有する任意接続応答メッセージを
ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）を
介して受信する、請求項７に記載の端末。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下の説明は、移動通信技術に関するもので、具体的には、端末が任意接続を行うとき
、任意接続応答メッセージを効率的に処理する技法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　本発明が適用され得る移動通信システムの一例として、３ＧＰＰ　ＬＴＥ（３ｒｄ　Ｇ
ｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　
Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ；以下、「ＬＴＥ」という。）通信システムについて概略的に説明す
る。
【０００３】
　図１は、移動通信システムの一例としてＥ―ＵＭＴＳ網構造を概略的に示した図である
。
【０００４】
　Ｅ―ＵＭＴＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）は、既存のＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍ
ｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）から進化したシス
テムであって、現在３ＧＰＰで基礎的な標準化作業を進めている。一般に、Ｅ―ＵＭＴＳ
はＬＴＥシステムともいえる。
【０００５】
　Ｅ―ＵＭＴＳ網は、大きくＥ―ＵＴＲＡＮ１０１とＣＮ（Ｃｏｒｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）
１０２とに区分することができる。Ｅ―ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ―ＵＭＴＳ　Ｔｅｒ
ｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）１０１は、端末（Ｕｓ
ｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；以下、「ＵＥ」と略称する。）１０３、基地局（以下、「ｅ
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Ｎｏｄｅ　Ｂ」又は「ｅＮＢ」と略称する。）１０４、及び網の終端に位置して外部網と
連結される接続ゲートウェイ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｇａｔｅｗａｙ；以下、「ＡＧ」と略称す
る。）１０５を含んで構成される。ＡＧ１０５は、ユーザートラフィック処理を担当する
部分と、制御用トラフィックを処理する部分とに分けることもできる。このとき、新しい
ユーザートラフィック処理のためのＡＧと制御用トラフィックを処理するＡＧとの間に新
しいインターフェースを使用することによって、これらＡＧが互いに通信することもでき
る。
【０００６】
　一つのｅＮｏｄｅ　Ｂには一つ以上のセルが存在し得る。ｅＮｏｄｅ　Ｂ間には、ユー
ザートラフィック又は制御トラフィック伝送のためのインターフェースを使用することも
できる。ＣＮ１０２は、ＡＧ１０５及び他のＵＥ１０３のユーザー登録などのためのノー
ドなどで構成することもできる。また、Ｅ―ＵＴＲＡＮ１０１とＣＮ１０２とを区分する
ためのインターフェースを使用することもできる。
【０００７】
　端末と網との間の無線インターフェースプロトコルの各階層は、通信システムで広く知
られた開放型システム間相互接続（Ｏｐｅｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎ；ＯＳＩ）基準モデルの下位３個の階層に基づいてＬ１（第１の階層）、Ｌ２（第
２の階層）及びＬ３（第３の階層）に区分することができる。このうち第１の階層に属す
る物理階層は、物理チャンネルを用いた情報伝送サービスを提供し、第３の階層に位置す
る無線資源制御（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ；以下、ＲＲＣと略称
する。）階層は、端末と網との間の無線資源を制御する役割をする。このために、ＲＲＣ
階層は、端末と網との間のＲＲＣメッセージを互いに交換する。ＲＲＣ階層は、ｅＮｏｄ
ｅ　Ｂ１０４及びＡＧ１０５などの網ノードに分散して位置することもでき、ｅＮｏｄｅ
　Ｂ１０４又はＡＧ１０５のみに位置することもできる。
【０００８】
　図２及び図３は、３ＧＰＰ無線接続網規格を基盤にした端末とＵＴＲＡＮとの間の無線
インターフェースプロトコルの構造を示す。
【０００９】
　図２及び図３の無線インターフェースプロトコルは、水平的には物理階層、データリン
ク階層及びネットワーク階層からなり、垂直的にはデータ情報伝送のためのユーザー平面
と制御信号伝達のための制御平面とに区分される。具体的に、図２は、無線プロトコル制
御平面の各階層を示し、図３は、無線プロトコルユーザー平面の各階層を示す。図２及び
図３の各プロトコル階層は、通信システムで広く知られた開放型システム間相互接続（Ｏ
ＳＩ）基準モデルの下位３個の階層に基づいてＬ１（第１の階層）、Ｌ２（第２の階層）
及びＬ３（第３の階層）に区分することができる。
【００１０】
　以下では、図２の無線プロトコル制御平面と図３の無線プロトコルユーザー平面の各階
層を説明する。
【００１１】
　第１の階層である物理（Ｐｈｙｓｉｃａｌ；ＰＨＹ）階層は、物理チャンネルを用いて
上位階層に情報伝送サービスを提供する。ＰＨＹ階層は、上位の媒体接続制御（Ｍｅｄｉ
ｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ；ＭＡＣ）階層と伝送チャンネルを介して連結され
ており、この伝送チャンネルを介してＭＡＣ階層とＰＨＹ階層との間のデータが移動する
。このとき、伝送チャンネルは、大きくチャンネルの共有可否によって専用伝送チャンネ
ルと共用伝送とに分けられる。そして、互いに異なるＰＨＹ階層間、すなわち、送信側と
受信側のＰＨＹ階層間には、無線資源を用いた物理チャンネルを介してデータが移動する
。
【００１２】
　第２の階層には多様な階層が存在する。まず、媒体接続制御（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ；ＭＡＣ）階層は、多様な論理チャンネルを多様な伝送チャンネル
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にマッピングさせる役割をし、また、多くの論理チャンネルを一つの伝送チャンネルにマ
ッピングさせる論理チャンネル多重化の役割をする。ＭＡＣ階層は、上位階層であるＲＬ
Ｃ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層とは論理チャンネルを介して連結され
ており、論理チャンネルは、伝送される情報の種類によって、制御平面の情報を伝送する
制御チャンネルとユーザー平面の情報を伝送するトラフィックチャンネルとに大きく分け
ることができる。
【００１３】
　第２の階層の無線リンク制御（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ；ＲＬＣ）階層
は、上位階層から受信したデータを分割及び連結し、下位階層が無線区間にデータを伝送
できるようにデータの大きさを調節する役割をする。また、それぞれの無線ベアラ（Ｒａ
ｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ；ＲＢ）が要求する多様なＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ）を保障できるようにＴＭ（Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　Ｍｏｄｅ、透明モード）
、ＵＭ（Ｕｎ―ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　Ｍｏｄｅ、無応答モード）、及びＡＭ（Ａｃ
ｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　Ｍｏｄｅ、応答モード）の三つの動作モードを提供している。特
に、ＡＭ　ＲＬＣは、信頼性のあるデータ伝送のために自動反復及び要請（Ａｕｔｏｍａ
ｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ａｎｄ　Ｒｅｑｕｅｓｔ；ＡＲＱ）機能を通した再伝送機能を行
っている。
【００１４】
　第２の階層のパケットデータ収斂（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ
　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ；ＰＤＣＰ）階層は、ＩＰｖ４やＩＰｖ６などのＩＰパケット伝送時
に、帯域幅の小さい無線区間で効率的に伝送するために相対的に大きくかつ不要な制御情
報を有しているＩＰパケットヘッダーサイズを減少させるヘッダー圧縮機能を行う。これ
は、データのヘッダー部分で必ず必要な情報のみを伝送させ、無線区間の伝送効率を増加
させる役割をする。また、ＬＴＥシステムでは、ＰＤＣＰ階層が保安機能も行うが、これ
は、第３者のデータ盗聴を防止する暗号化及び第３者のデータ操作を防止する無欠性保護
で構成される。
【００１５】
　第３階層の最も上部に位置した無線資源制御（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ；ＲＲＣ）階層は、制御平面のみで定義され、各無線ベアラ（Ｒａｄｉｏ　Ｂｅ
ａｒｅｒ；ＲＢ）の設定、再設定及び解除と関連して論理チャンネル、伝送チャンネル及
び物理チャンネルの制御を担当する。ここで、ＲＢは、端末とＵＴＲＡＮとの間のデータ
伝達のために無線プロトコルの第１及び第２の階層によって提供される論理的経路を意味
し、一般にＲＢが設定されるということは、特定サービスを提供するために必要な無線プ
ロトコル階層及びチャンネルの特性を規定し、それぞれの具体的なパラメータ及び動作方
法を設定する過程を意味する。ＲＢは、再びＳＲＢ（Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ）とＤＲ
Ｂ（Ｄａｔａ　ＲＢ）の二つに分けられるが、ＳＲＢは、制御平面（Ｃ―ｐｌａｎｅ）で
ＲＲＣメッセージを伝送する通路として使用され、ＤＲＢは、ユーザー平面（Ｕ―ｐｌａ
ｎｅ）でユーザーデータを伝送する通路として使用される。
【００１６】
　網から端末にデータを伝送するダウンリンク伝送チャンネルとしては、システム情報を
伝送するＢＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と、その他にユーザートラフィ
ックや制御メッセージを伝送するダウンリンクＳＣＨ（Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
とがある。ダウンリンクマルチキャスト又は放送サービスのトラフィック又は制御メッセ
ージの場合、ダウンリンクＳＣＨを介して伝送することもでき、又は、別途のダウンリン
クＭＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して伝送することもできる。一方
、端末から網にデータを伝送するアップリンク伝送チャンネルとしては、初期制御メッセ
ージを伝送するＲＡＣＨ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と、その他に
ユーザートラフィックや制御メッセージを伝送するアップリンクＳＣＨ（Ｓｈａｒｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ）とがある。
【００１７】
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　そして、ダウンリンク伝送チャンネルを介して伝達される情報を網と端末との間の無線
区間に伝送するダウンリンク物理チャンネルとしては、ＢＣＨの情報を伝送するＰＢＣＨ
（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＭＣＨの情報を伝送する
ＰＭＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＰＣＨとダウン
リンクＳＣＨの情報を伝送するＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈ
ａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、及びダウンリンク又はアップリンク無線資源割り当て情報
（ＤＬ／ＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔ）などのように第１の階層と第２の階
層で提供する制御情報を伝送するＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ、又はＤＬ　Ｌ１／Ｌ２　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅ
ｌともいう。）がある。一方、アップリンク伝送チャンネルを介して伝達される情報を網
と端末との間の無線区間に伝送するアップリンク物理チャンネルとしては、アップリンク
ＳＣＨの情報を伝送するＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＲＡＣＨ情報を伝送するＰＲＡＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏ
ｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、及びＨＡＲＱ　ＡＣＫ又はＮＡＣＫ、スケジュー
リング要請（ＳＲ；Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）、ＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ
　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）報告などのように第１の階層と第２の階層で提
供する制御情報を伝送するＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）がある。
【００１８】
　一方、上述した説明に基づいて端末が基地局に任意接続を行う方法を説明する。
【００１９】
　まず、端末が任意接続過程を行う場合としては、次のような場合が挙げられる。
【００２０】
　―端末と基地局とのＲＲＣ連結がないため、端末が初期接続をする場合
　―端末がハンドオーバー過程でターゲットセルに初めて接続する場合
　―基地局の命令によって任意接続過程が要請される場合
　―アップリンクの時間同期が合わないか、無線資源を要請するために使用される指定さ
れた無線資源が割り当てられない状況で、アップリンクを介して伝送するデータが発生す
る場合
　―無線連結失敗又はハンドオーバー失敗時に復旧過程を行う場合
　ＬＴＥシステムでは、任意接続プリアンブルを選択する過程で、特定の集合内で端末が
任意に一つのプリアンブルを選択して使用する競争基盤の任意接続過程と、基地局が特定
端末のみに割り当てた任意接続プリアンブルを使用する非競争基盤の任意接続過程を全て
提供する。ただし、非競争基盤の任意接続過程は、上述したハンドオーバー過程や基地局
の命令によって要請される場合に限って使用することができる。
【００２１】
　一方、端末が特定基地局と任意接続を行う過程は、大きく（１）端末が基地局に任意接
続プリアンブルを伝送する段階（以下、混同しない場合、「第１のメッセージ（ｍｅｓｓ
ａｇｅ１）」伝送段階）、（２）伝送された任意接続プリアンブルに対応して基地局から
任意接続応答を受信する段階（以下、混同しない場合、「第２のメッセージ（ｍｅｓｓａ
ｇｅ２）」受信段階）、（３）任意接続応答メッセージから受信された情報を用いてアッ
プリンクメッセージを伝送する段階（以下、混同しない場合、「第３のメッセージ（ｍｅ
ｓｓａｇｅ３）」伝送段階）、及び（４）前記アップリンクメッセージに対応するメッセ
ージを基地局から受信する段階（以下、混同しない場合、「第４のメッセージ（ｍｅｓｓ
ａｇｅ４）」受信段階）を含むことができる。
【００２２】
　このような任意接続過程中に、端末は、上述した第３のメッセージを通して伝送するデ
ータをメッセージ３バッファ（Ｍｅｓｓａｇｅ　３　ｂｕｆｆｅｒ；又は簡単にＭｓｇ３
　Ｂｕｆｆｅｒ）に格納し、このメッセージ３バッファに格納されたデータをアップリン
ク承認（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｇｒａｎｔ；又は簡単にＵＬ　Ｇｒａｎｔ）信号受信に対応して
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伝送するようになる。アップリンク承認信号は、端末が基地局に信号を伝送するときに利
用できるアップリンク無線資源に対する情報を知らせる信号であって、上述したＬＴＥシ
ステムの場合、物理ダウンリンク制御チャンネル（ＰＤＣＣＨ）、又は物理ダウンリンク
共有チャンネル（ＰＵＳＣＨ）を介して受信される任意接続応答（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ：ＲＡＲ）メッセージを介して受信される。以下、このような
端末の任意接続応答メッセージ受信方式についてより具体的に説明する。
【００２３】
　図４は、現在のＬＴＥ標準による任意接続応答メッセージ受信処理方式を説明するため
の図である。
【００２４】
　端末は、任意接続プリアンブルを伝送した後、基地局がシステム情報又はハンドオーバ
ー命令を通して指示した任意接続応答受信ウィンドウ内で自分の任意接続応答の受信を試
みる。より詳細には、任意接続応答情報は、ＭＡＣ　ＰＤＵ（ＭＡＣ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄ
ａｔａ　Ｕｎｉｔ）の形式で伝送することができ、任意接続応答情報伝送のためのＭＡＣ
　ＰＤＵは、一つ以上の端末に対する任意接続応答メッセージ情報としてのＭＡＣペイロ
ード及びこれに対応するＭＡＣサブヘッダーを含み、端末が任意接続を再び試みるときに
利用可能なバックオフ指示子を含むＭＡＣサブヘッダーをさらに含むことができる。前記
ＭＡＣ　ＰＤＵは、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　
ＣＨａｎｎｅｌ）を介して伝達することができる。これによって、段階Ｓ６０１では、既
に設定された任意接続応答受信ウィンドウ内に受信された任意接続応答メッセージの有無
を判断する。既に設定された任意接続応答受信ウィンドウ内に受信された任意接続応答メ
ッセージがない場合は、任意接続応答メッセージ受信に失敗したと判定し、段階Ｓ６０４
に進行し、任意接続応答メッセージ受信失敗による動作を行うようになる。
【００２５】
　そして、任意接続応答メッセージ受信ウィンドウ内に受信された任意接続応答メッセー
ジがある場合は、段階Ｓ６０２で該当のウィンドウ内に受信された全ての任意接続応答メ
ッセージが、端末が既に伝送した任意接続プリアンブルに対応しない任意接続識別子（Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ；例えば、ＲＡ―ＲＮＴＩ）を含むか
どうかを判定する。該当のウィンドウ内に受信された全ての任意接続応答メッセージが、
端末が既に伝送した任意接続プリアンブルに対応しない任意接続識別子を含む場合、端末
は、該当の任意接続応答メッセージ受信に失敗したと判定し、段階Ｓ６０４に進行し、任
意接続応答メッセージ受信失敗による動作を行うようになる。ただし、該当のウィンドウ
内に受信された任意接続応答メッセージのうち一つ以上が、端末が既に伝送した任意接続
プリアンブルに対応する任意接続識別子を含む場合、段階Ｓ６０３に進行し、該当の任意
接続応答メッセージの処理を行うようになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２６】
　上述した端末の任意接続応答メッセージ受信アルゴリズムは、任意接続応答情報を伝送
するためのＭＡＣ　ＰＤＵが、一つ以上の端末に対する任意接続応答メッセージとしての
ＭＡＣペイロード及びこれに対応するＭＡＣサブヘッダーを必須構成として含む場合を仮
定して設計されたものである。すなわち、現在のＬＴＥ標準は、端末が任意接続を再び試
みたときに利用可能なバックオフ指示子を含むＭＡＣサブヘッダーを選択的要素として仮
定し、端末に対する任意接続応答メッセージとしてのＭＡＣペイロード及びこれに対応す
るＭＡＣサブヘッダーを必須要素として仮定している。
【００２７】
　ただし、以下の説明では、基地局がサービスを提供するセル内の負荷が増加したり、低
い帯域幅を用いるシステムで必要によってバックオフ指示子のみを含むＭＡＣ　ＰＤＵの
伝送を許容することを提案し、これによって、改善された端末の任意接続応答メッセージ
受信アルゴリズムを提供しようとする。
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【課題を解決するための手段】
【００２８】
　上述した課題を解決するための本発明の一様態では、端末が基地局に任意接続を行う方
法において、前記基地局に任意接続プリアンブルを伝送すること；前記任意接続プリアン
ブルに対する応答として、前記基地局からＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ）ヘッダーにバックオフ指示子サブヘッダーのみを含むＭＡＣ　ＰＤＵ（Ｐｒｏ
ｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）形態の任意接続応答メッセージを受信すること；及び
任意接続応答メッセージ受信に失敗したと見なし、前記任意接続応答メッセージ受信失敗
による後続動作を行うことを含む任意接続遂行方法を提案する。
【００２９】
　このとき、前記端末は、所定時間長さを有する任意接続応答メッセージ受信ウィンドウ
内に任意接続応答メッセージが受信されない場合、又は、前記の伝送された任意接続プリ
アンブルに対応する任意接続プリアンブル識別子を含む任意接続応答メッセージが受信さ
れない場合、前記任意接続応答メッセージ受信に失敗したと見なすように設定されること
が望ましい。
【００３０】
　より具体的には、前記の伝送された任意接続プリアンブルに対応する任意接続プリアン
ブル識別子を含む任意接続応答メッセージが受信されない場合、前記任意接続応答メッセ
ージ受信ウィンドウ内に受信された全ての任意接続応答メッセージが、前記の伝送された
任意接続プリアンブルに対応する任意接続プリアンブル識別子に対応しない任意接続プリ
アンブル識別子を含む第１の場合、及び前記ＭＡＣヘッダーにバックオフ指示子サブヘッ
ダーのみを含むＭＡＣ　ＰＤＵ形態の任意接続応答メッセージを受信する第２の場合を含
むことができる。
【００３１】
　本実施形態で、前記任意接続応答メッセージ受信失敗による後続動作は、任意接続プリ
アンブル伝送カウンターを１だけ増加させること；及び前記任意接続プリアンブル伝送カ
ウンターが予め定められた最大プリアンブル伝送回数に達した場合、任意接続過程に問題
があることをＭＡＣ階層（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｌａｙｅｒ）
より上位の上位階層に報告することを含んで行うことができる。
【００３２】
　また、前記任意接続応答メッセージ受信失敗による後続動作は、任意接続プリアンブル
伝送カウンターを１だけ増加させること；及び前記任意接続プリアンブルがＭＡＣ階層に
よって選択された場合、前記バックオフ指示子サブヘッダーに含まれたバックオフ指示子
情報を用いて後続する任意接続プリアンブル伝送時間を遅延させることを含んで行うこと
もできる。
【００３３】
　このとき、前記ＭＡＣ　ＰＤＵ形態の任意接続応答メッセージは、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）を介して受信されると
仮定する。
【００３４】
　上述した課題を解決するための本発明の他の一様態では、基地局に任意接続を行う端末
において、前記基地局に任意接続プリアンブルを伝送する伝送モジュール；前記基地局か
ら前記任意接続プリアンブルに対する応答としてＭＡＣ　ＰＤＵ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）形態の任意接続応答
メッセージを受信する受信モジュール；及び前記受信モジュールが受信した任意接続応答
メッセージが、ＭＡＣヘッダーにバックオフ指示子サブヘッダーのみを含むＭＡＣ　ＰＤ
Ｕである場合、任意接続応答メッセージ受信に失敗したと見なし、前記任意接続応答メッ
セージ受信失敗による後続動作を行うＭＡＣ階層モジュールを含む端末を提案する。
【００３５】
　このとき、前記ＭＡＣ階層モジュールは、所定時間長さを有する任意接続応答メッセー
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ジ受信ウィンドウ内に前記受信モジュールが任意接続応答メッセージを受信できなかった
場合、又は、前記伝送モジュールが伝送した任意接続プリアンブルに対応する任意接続プ
リアンブル識別子を含む任意接続応答メッセージが前記受信モジュールによって受信され
ていない場合、前記任意接続応答メッセージ受信に失敗したと見なすように設定すること
ができる。
【００３６】
　また、前記伝送モジュールが伝送した任意接続プリアンブルに対応する任意接続プリア
ンブル識別子を含む任意接続応答メッセージが前記受信モジュールによって受信されてい
ない場合、前記受信モジュールが前記任意接続応答メッセージ受信ウィンドウ内に受信し
た全ての任意接続応答メッセージが、前記伝送モジュールが伝送した任意接続プリアンブ
ルに対応する任意接続プリアンブル識別子に対応しない任意接続プリアンブル識別子を含
む第１の場合、及び前記受信モジュールが前記ＭＡＣヘッダーにバックオフ指示子サブヘ
ッダーのみを含むＭＡＣ　ＰＤＵ形態の任意接続応答メッセージを受信する第２の場合を
含むことができる。
【００３７】
　本実施形態で、前記ＭＡＣ階層モジュールは、前記任意接続応答メッセージ受信失敗に
よる後続動作として、任意接続プリアンブル伝送カウンターを１だけ増加させ、前記任意
接続プリアンブル伝送カウンターが予め定められた最大プリアンブル伝送回数に達した場
合、任意接続過程に問題があることをＭＡＣ階層より上位階層に該当する上位階層モジュ
ールに報告することができ、前記任意接続プリアンブルがＭＡＣ階層によって選択された
場合、前記バックオフ指示子サブヘッダーに含まれたバックオフ指示子情報を用いて後続
する任意接続プリアンブル伝送時間を遅延させることができる。
　本発明は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　端末が基地局に任意接続を行う方法において、
　前記基地局に任意接続プリアンブルを伝送すること；
　前記任意接続プリアンブルに対する応答として、前記基地局からＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）ヘッダーにバックオフ指示子サブヘッダーのみを含む
ＭＡＣ　ＰＤＵ（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）形態の任意接続応答メッセー
ジを受信すること；及び
　任意接続応答メッセージ受信に失敗したと見なし、前記任意接続応答メッセージ受信失
敗による後続動作を行うことを含む、任意接続遂行方法。
（項目２）
　前記端末は、
　所定時間長さを有する任意接続応答メッセージ受信ウィンドウ内に任意接続応答メッセ
ージが受信されていない場合、又は
　前記の伝送された任意接続プリアンブルに対応する任意接続プリアンブル識別子を含む
任意接続応答メッセージが受信されていない場合、
　前記任意接続応答メッセージ受信に失敗したと見なすように設定される、項目１に記載
の任意接続遂行方法。
（項目３）
　前記の伝送された任意接続プリアンブルに対応する任意接続プリアンブル識別子を含む
任意接続応答メッセージが受信されていない場合は、
　前記任意接続応答メッセージ受信ウィンドウ内に受信された全ての任意接続応答メッセ
ージが、前記の伝送された任意接続プリアンブルに対応する任意接続プリアンブル識別子
に対応しない任意接続プリアンブル識別子を含む第１の場合、及び
　前記ＭＡＣヘッダーにバックオフ指示子サブヘッダーのみを含むＭＡＣ　ＰＤＵ形態の
任意接続応答メッセージを受信する第２の場合を含む、項目２に記載の任意接続遂行方法
。
（項目４）
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　前記任意接続応答メッセージ受信失敗による後続動作は、
　任意接続プリアンブル伝送カウンターを１だけ増加させること；及び
　前記任意接続プリアンブル伝送カウンターが予め定められた最大プリアンブル伝送回数
に達した場合、任意接続過程に問題があることをＭＡＣ階層（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｌａｙｅｒ）より上位の上位階層に報告することを含んで行われる
、項目１に記載の任意接続遂行方法。
（項目５）
　前記任意接続応答メッセージ受信失敗による後続動作は、
　前記任意接続プリアンブルがＭＡＣ階層によって選択された場合、前記バックオフ指示
子サブヘッダーに含まれたバックオフ指示子情報を用いて選択されたバックオフ時間だけ
後続する任意接続プリアンブル伝送時間を遅延させることを含んで行われる、項目１に記
載の任意接続遂行方法。
（項目６）
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵ形態の任意接続応答メッセージはＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　
Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）を介して受信される、項目１に記載
の任意接続遂行方法。
（項目７）
　基地局に任意接続を行う端末において、
　前記基地局に任意接続プリアンブルを伝送する伝送モジュール；
　前記基地局から前記任意接続プリアンブルに対する応答としてＭＡＣ　ＰＤＵ（Ｍｅｄ
ｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）形態
の任意接続応答メッセージを受信する受信モジュール；及び
　前記受信モジュールが受信した任意接続応答メッセージが、ＭＡＣヘッダーにバックオ
フ指示子サブヘッダーのみを含むＭＡＣ　ＰＤＵである場合、任意接続応答メッセージ受
信に失敗したと見なし、前記任意接続応答メッセージ受信失敗による後続動作を行うＭＡ
Ｃ階層モジュールを含む、端末。
（項目８）
　前記ＭＡＣ階層モジュールは、
　所定時間長さを有する任意接続応答メッセージ受信ウィンドウ内に前記受信モジュール
が任意接続応答メッセージを受信できなかった場合、又は
　前記伝送モジュールが伝送した任意接続プリアンブルに対応する任意接続プリアンブル
識別子を含む任意接続応答メッセージが前記受信モジュールによって受信されていない場
合、
　前記任意接続応答メッセージ受信に失敗したと見なすように設定される、項目７に記載
の端末。
（項目９）
　前記伝送モジュールが伝送した任意接続プリアンブルに対応する任意接続プリアンブル
識別子を含む任意接続応答メッセージが前記受信モジュールによって受信されていない場
合は、
　前記受信モジュールが前記任意接続応答メッセージ受信ウィンドウ内に受信した全ての
任意接続応答メッセージが、前記伝送モジュールが伝送した任意接続プリアンブルに対応
する任意接続プリアンブル識別子に対応しない任意接続プリアンブル識別子を含む第１の
場合、及び
　前記受信モジュールが前記ＭＡＣヘッダーにバックオフ指示子サブヘッダーのみを含む
ＭＡＣ　ＰＤＵ形態の任意接続応答メッセージを受信する第２の場合を含む、項目８に記
載の端末。
（項目１０）
　前記ＭＡＣ階層モジュールは、前記任意接続応答メッセージ受信失敗による後続動作と
して、
　任意接続プリアンブル伝送カウンターを１だけ増加させ、
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　前記任意接続プリアンブル伝送カウンターが予め定められた最大プリアンブル伝送回数
に達した場合、任意接続過程に問題があることを前記ＭＡＣ階層より上位階層に該当する
上位階層モジュールに報告する、項目７に記載の端末。
（項目１１）
　前記ＭＡＣ階層モジュールは、前記任意接続応答メッセージ受信失敗による後続動作と
して、
　前記任意接続プリアンブルがＭＡＣ階層によって選択された場合、前記バックオフ指示
子サブヘッダーに含まれたバックオフ指示子情報を用いて選択されたバックオフ時間だけ
後続する任意接続プリアンブル伝送時間を遅延させる、項目７に記載の端末。
（項目１２）
　前記受信モジュールは前記ＭＡＣ　ＰＤＵ形態の任意接続応答メッセージをＰＤＳＣＨ
（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）を介して受信
する、項目７に記載の端末。
 
【発明の効果】
【００３８】
　上述した各実施形態によってＭＡＣヘッダーにバックオフ指示子サブヘッダーのみを含
むＭＡＣ　ＰＤＵ形態の任意接続応答メッセージをサポートすることによって、システム
資源が不足する場合、多くの端末の任意接続が集中することを効率的に分散させることが
できる。
【００３９】
　また、上述した各実施形態によって任意接続応答メッセージ受信アルゴリズムを改善す
る場合、上述したようにＭＡＣヘッダーにバックオフ指示子サブヘッダーのみを含むＭＡ
Ｃ　ＰＤＵ形態の任意接続応答メッセージをサポートする場合も、端末がエラーなしに後
続動作を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】移動通信システムの一例としてＥ―ＵＭＴＳ網構造を概略的に示した図である。
【図２】３ＧＰＰ無線接続網規格を基盤にした端末とＵＴＲＡＮとの間の無線インターフ
ェースプロトコルの構造を示す図である。
【図３】３ＧＰＰ無線接続網規格を基盤にした端末とＵＴＲＡＮとの間の無線インターフ
ェースプロトコルの構造を示す図である。
【図４】現在のＬＴＥ標準による任意接続応答メッセージ受信処理方式を説明するための
図である。
【図５】競争基盤の任意接続過程で端末と基地局の動作過程を説明するための図である。
【図６】任意接続応答メッセージ伝送のためのＭＡＣ　ＰＤＵ形式及びこのようなＭＡＣ
　ＰＤＵを構成するＭＡＣサブヘッダー及び任意接続応答の構造を示す図である。
【図７】任意接続応答メッセージ伝送のためのＭＡＣ　ＰＤＵ形式及びこのようなＭＡＣ
　ＰＤＵを構成するＭＡＣサブヘッダー及び任意接続応答の構造を示す図である。
【図８】任意接続応答メッセージ伝送のためのＭＡＣ　ＰＤＵ形式及びこのようなＭＡＣ
　ＰＤＵを構成するＭＡＣサブヘッダー及び任意接続応答の構造を示す図である。
【図９】任意接続応答メッセージ伝送のためのＭＡＣ　ＰＤＵ形式及びこのようなＭＡＣ
　ＰＤＵを構成するＭＡＣサブヘッダー及び任意接続応答の構造を示す図である。
【図１０】本発明の一実施形態によってバックオフ指示子のみを含むＭＡＣ　ＰＤＵ形態
を説明するための図である。
【図１１】本発明の一実施形態によって改善された端末の任意接続応答メッセージ受信処
理アルゴリズムを説明するための図である。
【図１２】本発明の他の一実施形態によって改善された端末の任意接続応答メッセージ受
信処理アルゴリズムを説明するための図である。
【図１３】本発明の更に他の一実施形態によって改善された端末の任意接続応答メッセー
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ジ受信処理アルゴリズムを説明するための図である。
【図１４】本発明の好適な一実施形態によって端末が任意接続を行う方法を説明するため
の図である。
【図１５】本発明の一実施形態に係る端末の構成を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　以下、本発明に係る好適な実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。添付の図
面と共に以下で開示する詳細な説明は、本発明の例示的な実施形態を説明するためのもの
で、本発明が実施され得る唯一の実施形態を示すためのものではない。以下の詳細な説明
は、本発明の完全な理解を提供するために具体的な細部事項を含む。しかし、当業者であ
れば、本発明がこのような具体的な細部事項がなくても実施可能であることが分かる。例
えば、以下の詳細な説明は、移動通信システムが３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムである場合を
仮定して具体的に説明するが、３ＧＰＰ　ＬＴＥの特有の事項を除いては、他の任意の移
動通信システムにも適用可能である。
【００４２】
　いくつかの場合、本発明の概念が曖昧になることを避けるために、公知の構造及び装置
を省略したり、各構造及び装置の核心機能を中心にしたブロック図の形式で図示すること
ができる。また、本明細書全体にわたって同一の構成要素については同一の図面符号を使
用して説明する。
【００４３】
　併せて、以下の説明において、端末は、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、ＭＳ
（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）などの移動又は固定型のユーザー端機器を総称するも
のと仮定する。また、基地局は、Ｎｏｄｅ　Ｂ、ｅＮｏｄｅ　Ｂ、Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉ
ｏｎなどの端末と通信するネットワーク端の任意のノードを総称するものと仮定する。
【００４４】
　上述したように、以下の説明では、基地局が必要によってバックオフ指示子のみを含む
ＭＡＣ　ＰＤＵの伝送を許容することを提案する。このようにバックオフ指示子のみを含
むＭＡＣ　ＰＤＵの必要性を説明するために、まず、任意接続過程及び第２のメッセージ
形式についてより具体的に説明する。
【００４５】
　図５は、競争基盤の任意接続過程での端末と基地局の動作過程を説明するための図であ
る。
　（１）第１のメッセージ伝送
【００４６】
　まず、端末は、システム情報又はハンドオーバー命令を通して指示された任意接続プリ
アンブルの集合から任意に一つの任意接続プリアンブルを選択し、前記任意接続プリアン
ブルを伝送できるＰＲＡＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ＲＡＣＨ）資源を選択して伝送するこ
とができる（Ｓ５０１）。
【００４７】
　（２）第２のメッセージ受信
　端末が、前記段階Ｓ５０１と同様に、任意接続プリアンブルを伝送した後、基地局は、
システム情報又はハンドオーバー命令を通して指示された任意接続応答受信ウィンドウ内
で自分の任意接続応答の受信を試みる（Ｓ５０２）。より詳細には、任意接続応答情報は
、ＭＡＣ　ＰＤＵの形式で伝送することができ、前記ＭＡＣ　ＰＤＵは、ＰＤＳＣＨ（Ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）を介して伝達する
ことができる。また、前記ＰＤＳＣＨを介して伝達される情報を端末が適切に受信できる
ように、端末は、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
ＣＨａｎｎｅｌ）をモニタリングすることが望ましい。すなわち、ＰＤＣＣＨには、前記
ＰＤＳＣＨを受信すべき端末の情報、前記ＰＤＳＣＨの無線資源の周波数及び時間情報、
及び前記ＰＤＳＣＨの伝送形式などが含まれていることが望ましい。一旦端末が自分に伝
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送されるＰＤＣＣＨの受信に成功すると、前記ＰＤＣＣＨの各情報によってＰＤＳＣＨを
介して伝送される任意接続応答を適切に受信することができる。そして、前記任意接続応
答は、ランダムアクセスプリアンブル区別子（ＩＤ；例えば、ＲＡＰＩＤ（Ｒａｎｄｏｍ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｅａｍｂｌｅ　ＩＤｅｎｔｉｆｉｅｒ））、アップリンク無線資源
を知らせるアップリンク承認（ＵＬ　Ｇｒａｎｔ）、臨時セル識別子（Ｔｅｍｐｏｒａｒ
ｙ　Ｃ―ＲＮＴＩ）、及び時間同期補正値（Ｔｉｍｉｎｇ　Ａｄｖａｎｃｅ　Ｃｏｍｍａ
ｎｄ：ＴＡＣ）を含むことができる。
【００４８】
　上述したように任意接続応答でランダムアクセス（又は任意接続）プリアンブル区別子
が必要である理由は、一つの任意接続応答には一つ以上の端末のための任意接続応答情報
が含まれ得るので、前記アップリンク承認（ＵＬ　Ｇｒａｎｔ）、臨時セル識別子及びＴ
ＡＣがどの端末に有効であるかを知らせる必要があるためである。本段階で、端末は、段
階Ｓ５０２で自分が選択した任意接続プリアンブルと一致する任意接続プリアンブル識別
子を選択すると仮定する。これを通して、端末は、アップリンク承認（ＵＬ　Ｇｒａｎｔ
）、臨時セル識別子（Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ―ＲＮＴＩ）及び時間同期補正値（Ｔｉｍ
ｉｎｇ　Ａｄｖａｎｃｅ　Ｃｏｍｍａｎｄ：ＴＡＣ）などを受信することができる。
【００４９】
　（３）第３のメッセージ伝送
　端末が自分に有効な任意接続応答を受信した場合、前記任意接続応答に含まれた各情報
をそれぞれ処理する。すなわち、端末は、ＴＡＣを適用させ、臨時セル識別子を格納する
。また、有効な任意接続応答受信に対応して伝送するデータをメッセージ３バッファに格
納することができる。
【００５０】
　一方、端末は、受信されたＵＬ承認を用いて、データ（すなわち、第３のメッセージ）
を基地局に伝送する（Ｓ５０３）。第３のメッセージには、端末の識別子が含まれなけれ
ばならない。競争基盤のランダムアクセス過程では、基地局でどの端末が前記任意接続過
程を行うかを判断できないが、今後の衝突解決のためには端末を識別しなければならない
。
【００５１】
　端末の識別子を含ませる方法としては二つの方法が論議された。第一の方法は、端末が
前記任意接続過程以前に既に該当のセルから割り当てられた有効なセル識別子を有してい
た場合、端末は、前記ＵＬ承認に対応するアップリンク伝送信号を通して自分のセル識別
子を伝送する。その一方、任意接続過程以前に有効なセル識別子が割り当てられていない
場合、端末は、自分の固有識別子（例えば、Ｓ―ＴＭＳＩ又は任意ＩＤ（Ｒａｎｄｏｍ　
Ｉｄ））を含むデータを伝送する。一般に、前記固有識別子はセル識別子より長い。端末
は、前記ＵＬ承認に対応するデータを伝送した場合、衝突解決のためのタイマー（ｃｏｎ
ｔｅｎｔｉｏｎ　ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ　ｔｉｍｅｒ；以下、「ＣＲタイマー」という。
）を開始する。
【００５２】
　（４）第４のメッセージ受信
　端末が任意接続応答に含まれたＵＬ承認を通して自分の識別子を含むデータを伝送した
後、衝突解決のために基地局の指示を待つ。すなわち、特定メッセージを受信するために
ＰＤＣＣＨの受信を試みる（Ｓ５０４）。前記ＰＤＣＣＨを受信する方法においても二つ
の方法が論議された。上述したように、前記ＵＬ承認に対応して伝送された第３のメッセ
ージが自分のセル識別子を用いて伝送された場合、自分のセル識別子を用いてＰＤＣＣＨ
の受信を試み、前記識別子が固有識別子である場合、任意接続応答に含まれた臨時セル識
別子を用いてＰＤＣＣＨの受信を試みることができる。その後、前者の場合、前記衝突解
決タイマーが満了する前に自分のセル識別子を通してＰＤＣＣＨを受信したなら、端末は
、正常に任意接続過程が行われたと判断し、任意接続過程を終了する。そして、後者の場
合、前記衝突解決タイマーが満了する前に臨時セル識別子を通してＰＤＣＣＨを受信した
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なら、前記ＰＤＣＣＨが指示するＰＤＳＣＨが伝達するデータを確認する。前記データの
内容に自分の固有識別子が含まれている場合、端末は、正常に任意接続過程が行われたと
判断し、任意接続過程を終了する。
【００５３】
　次に、上述した競争基盤の任意接続過程で、基地局が端末に提供する任意接続応答のデ
ータ構成形式について説明する。
【００５４】
　図６～図９は、任意接続応答メッセージ伝送のためのＭＡＣ　ＰＤＵ形式及びこのよう
なＭＡＣ　ＰＤＵを構成する各ＭＡＣサブヘッダー及び任意接続応答の構造を示す図であ
る。
【００５５】
　まず、図６に示すように、任意接続応答メッセージ伝送のためのＭＡＣ　ＰＤＵは、Ｍ
ＡＣヘッダー、ＭＡＣペイロード及び選択的要素としてパディング部を含むことができる
。ＭＡＣペイロードは、Ｎ個（Ｎは自然数）の任意接続応答情報（以下、「ＭＡＣ　ＲＡ
Ｒ」という。）を含むことができる。ＭＡＣヘッダーは、上述したＮ個のＭＡＣ　ＲＡＲ
にそれぞれ対応するＭＡＣサブヘッダーを含むことができ、ＭＡＣ　ＲＡＲに対応するＭ
ＡＣサブヘッダーは、図７に示すようにＥ／Ｔ／ＲＡＰＩＤフィールドで構成することが
できる。また、ＭＡＣヘッダーは、端末が任意接続を再び試みるとき、遅延時間を設定す
るのに用いられるバックオフ指示子を知らせるためにバックオフ指示子を含むＭＡＣサブ
ヘッダーをさらに含むことができ、バックオフ指示子を含むＭＡＣサブヘッダー（バック
オフサブヘッダー）は、図８に示すように、Ｅ／Ｔ／Ｒ／Ｒ／ＢＩフィールドで構成する
ことができる。
【００５６】
　図７及び図８に示したようなＭＡＣ　ＲＡＲに対応するＭＡＣサブヘッダー及びバック
オフ指示子を含むＭＡＣサブヘッダーのＥフィールド（又は拡張フィールド）は、追加的
なＭＡＣ　ＲＡＲに対応するＭＡＣサブヘッダーの存在有無を示す。例えば、Ｅフィール
ドが１に設定されている場合、該当のＭＡＣサブヘッダー以後にＥ／Ｔ／ＲＡＰＩＤ形態
のＭＡＣサブヘッダーが存在することを意味する。端末は、Ｅフィールドが０に設定され
た場合、該当のＭＡＣサブヘッダーに後続するＭＡＣサブヘッダーがないと判定し、場合
によっては該当のＭＡＣサブヘッダー終了時点でＭＡＣペイロードが開始されると判断し
、ＭＡＣペイロード判読を行うことができる。
【００５７】
　一方、図７及び図８に示したＴフィールド（又はタイプフィールド）は、該当のＭＡＣ
サブヘッダーがＭＡＣ　ＲＡＲに対応するＭＡＣサブヘッダーであるか、それとも、バッ
クオフ指示子を含むＭＡＣサブヘッダーであるかを示すことができる。Ｔフィールドが１
に設定されている場合、該当のＭＡＣサブヘッダーに任意接続プリアンブル識別子が存在
することを示し、Ｔフィールドが０に設定されている場合、該当のＭＡＣサブヘッダーは
、バックオフ指示子を含むＭＡＣサブヘッダーであることを示す。
【００５８】
　図７に示したＭＡＣ　ＲＡＲに対応するＭＡＣサブヘッダーのＲＡＰＩＤフィールドは
、対応するＭＡＣ　ＲＡＲがどの任意接続プリアンブルに対応するものであるかを示す任
意接続プリアンブル識別子を示す。また、図８に示したバックオフ指示子を含むＭＡＣサ
ブヘッダーのＢＩフィールドはバックオフ指示子を示す。図８で、Ｒフィールドは留保フ
ィールドである。
【００５９】
　一方、図９では、ＭＡＣ　ＲＡＲの構造を示している。図９に示すように、ＭＡＣ　Ｒ
ＡＲは留保ビット（Ｒｅｓｅｒｖｅｄ　ｂｉｔ）を指示するＲフィールド、アップリンク
信号同期設定のための「Ｔｉｍｉｎｇ　Ａｄｖａｎｃｅ　Ｃｏｍｍａｎｄ」フィールド、
アップリンク承認フィールド及び臨時セル識別子（Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ―ＲＮＴＩ）
フィールドのような４個のフィールドで構成される。
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【００６０】
　図６～図９、特に図６に示すように、現在のＬＴＥ標準では、任意接続応答メッセージ
伝送のためのＭＡＣ　ＰＤＵでＭＡＣ　ＲＡＲ及びこれに対応するＭＡＣサブヘッダーは
必須構成であって、バックオフ指示子を含むＭＡＣサブヘッダーは選択的要素として規定
している。
【００６１】
　ただし、バックオフ指示子のみを含む任意接続応答をサポートしない場合、次のような
問題が発生するおそれがある。
【００６２】
　低い帯域幅（例えば、１．２５ＭＨｚ又は５ＭＨｚ）のシステムで、特定瞬間に任意接
続のために任意接続プリアンブルを基地局に伝送する端末が複数存在する状況を仮定する
。このとき、基地局は、割り当てる資源不足などの理由により、任意接続プリアンブルを
伝送した全ての端末に任意接続応答を通してＵＬ承認を提供できない場合が発生するおそ
れがある。この場合、基地局は、ＵＬ承認を提供できる端末以外の端末にはバックオフ指
示子を用い、任意の時間値だけ遅延した後、任意接続プリアンブルを再伝送するように指
示することが望ましい。なぜなら、任意接続オーバーロード状況で前記任意接続のための
再伝送を適切に分散して行わない場合、任意接続プリアンブルの再伝送と新規接続が累積
して発生するので、上述したオーバーロード状況がより悪化するためである。
【００６３】
　しかし、上述したシナリオに加えて、複数の端末の任意接続が発生し、基地局で複数の
端末のうちいずれの端末にもＵＬ承認を提供できない状況が発生した場合、図６と関連し
て説明したように、ＭＡＣ　ＲＡＲ及びこれに対応するＭＡＣサブヘッダーを任意接続応
答メッセージ伝送のためのＭＡＣ　ＰＤＵの必須構成として規定するシステムでは、各端
末にバックオフ指示子を伝送できなくなる。これによって、任意接続オーバーロード状況
で各端末にバックオフ指示子を伝送できなくなり、前記各端末の任意接続の再伝送が次の
任意接続プリアンブル伝送機会に集中して行われ、追加的に新規接続も該当の任意接続プ
リアンブル伝送機会に試みられるので、オーバーロード状況がより悪化するという問題が
発生するおそれがある。
【００６４】
　したがって、本発明の一実施形態では、ＭＡＣヘッダーにバックオフ指示子を含むＭＡ
Ｃサブヘッダーのみを含むＭＡＣ　ＰＤＵ形態も利用できるように設定することを提案す
る。
【００６５】
　図１０は、本発明の一実施形態によってバックオフ指示子サブヘッダーのみを含むＭＡ
Ｃ　ＰＤＵ形態を説明するための図である。
【００６６】
　図１０に示したＭＡＣ　ＰＤＵ形態を図６の場合と対比してみると、図１０は、ＭＡＣ
ヘッダー部にＥ／Ｔ／Ｒ／Ｒ／ＢＩフィールドで構成されるバックオフ指示子ＭＡＣサブ
ヘッダーのみを含むＭＡＣ　ＰＤＵ形態を示している。このようにバックオフ指示子ＭＡ
Ｃサブヘッダーのみを含むＭＡＣ　ＰＤＵをサポートすることによって、上述したように
基地局がどの端末にもＲＡＲを通した資源割り当てを行えない場合、各端末にバックオフ
指示子を伝達し、任意接続プリアンブルの再伝送タイミングを適切に分布させることがで
きる。
【００６７】
　もちろん、本実施形態でも、図６に示すように、ＭＡＣ　ＲＡＲ及びこれに対応するＭ
ＡＣサブヘッダーをＭＡＣヘッダー部に含ませることができる。すなわち、本実施形態に
係る任意接続応答メッセージ伝送のためのＭＡＣ　ＰＤＵは、一つのＭＡＣヘッダー及び
０個、１個又は複数のＭＡＣ　ＲＡＲを含ませるように設定されることを提案する。ＭＡ
Ｃ　ＲＡＲのないＭＡＣ　ＰＤＵは、ＭＡＣ　ＲＡＲに対応するＭＡＣサブヘッダーもな
い場合を意味する。もちろん、本実施形態に係るＭＡＣ　ＰＤＵも、選択的にパディング
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部をさらに含むことができる。
【００６８】
　図１０に示すようなＭＡＣ　ＰＤＵを用いて、基地局は、各端末にＭＡＣ　ＲＡＲを通
してＵＬ承認を伝送できない場合も、バックオフ指示子を伝送し、端末の任意接続を特定
時間だけ遅延させることができる。また、端末は、Ｅフィールドが０、Ｔフィールドが０
であるＭＡＣサブヘッダーの受信時、ＭＡＣ　ＲＡＲ受信を試みることなく、該当のＭＡ
ＣサブヘッダーのＢＩフィールドのみを解釈し、これを後続する任意接続プリアンブル再
伝送に適用することができる。
【００６９】
　一方、上述した本発明の一実施形態によってバックオフ指示子ＭＡＣサブヘッダーのみ
を含むＭＡＣ　ＰＤＵをサポートする場合、図４を通して説明した任意接続応答受信手順
に問題がないかどうかを検討してみる。
【００７０】
　端末が基地局からバックオフ指示子ＭＡＣサブヘッダーのみを含むＭＡＣ　ＰＤＵを受
信する場合、図４の段階Ｓ６０１で任意接続応答受信ウィンドウ内に受信された任意接続
応答メッセージがあるので、図４の段階Ｓ６０２に進行するようになる。図４の段階Ｓ６
０２で、端末は、受信された全てのＲＡＲが、自分が伝送した任意接続プリアンブルに対
応しない任意接続プリアンブル識別子を含むのではないので、図４の段階Ｓ６０３に進行
するようになる。すなわち、端末が基地局からバックオフ指示子ＭＡＣサブヘッダーのみ
を受信する場合、任意接続プリアンブル識別子自体を含んでいないので、任意接続応答受
信失敗と判定しなくなる。
【００７１】
　ただし、端末が基地局からバックオフ指示子ＭＡＣサブヘッダーのみを受信する場合は
、ＭＡＣ　ＰＤＵ内に該当の端末が伝送したＭＡＣ　ＲＡＲがない場合であるので、対応
するＭＡＣ　ＲＡＲ処理が不可能である場合に該当する。
【００７２】
　したがって、本発明の好適な一実施形態では、図１０に示すように、バックオフ指示子
サブヘッダーのみを含むＭＡＣ　ＰＤＵ形態の任意接続応答メッセージをサポートするこ
とを追加的に考慮し、端末が基地局からバックオフ指示子サブヘッダーのみを含むＭＡＣ
　ＰＤＵ形態の任意接続応答メッセージを受信する場合、該当の任意接続応答メッセージ
受信に失敗したと判定し、任意接続応答メッセージ受信失敗による動作を行うように設定
することを提案する。
【００７３】
　すなわち、本実施形態に係る端末は、基地局からバックオフ指示子ＭＡＣサブヘッダー
のみを含む任意接続応答メッセージを受信する場合、次のような任意接続応答受信失敗に
よる動作を行うように設定されることを提案する。
【００７４】
　１．ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ＿ＣＯＵＮＴＥＲ値を１だけ増加さ
せる。
【００７５】
　２．ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ＿ＣＯＵＮＴＥＲ＝ＰＲＥＡＭＢＬ
Ｅ＿ＴＲＡＮＳ＿ＭＡＸ＋１の条件を満足する場合、任意接続問題を上位階層に通報する
。
【００７６】
　３．現在進行中の任意接続過程が競争基盤で動作中であると、すなわち、任意接続プリ
アンブルがＭＡＣ階層によって選択された場合、バックオフ指示子を用いて、バックオフ
時間を均等分散によって選択し、その時間だけ遅延した後、任意接続資源選択過程（すな
わち、任意接続プリアンブル再伝送過程）を行う。
【００７７】
　以下では、上述した本発明の実施形態による端末のＭＡＣ階層モジュールの任意接続応
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答メッセージ受信処理アルゴリズムの改善例を説明する。
【００７８】
　（改善例１）
　図１１は、本発明の一実施形態によって改善された端末の任意接続応答メッセージ受信
処理アルゴリズムを説明するための図である。
【００７９】
　図１１の任意接続応答メッセージ受信処理アルゴリズムは、図４と対比して段階Ｓ１２
０３を追加し、段階Ｓ１２０３の判定結果によって後続する任意接続応答メッセージ処理
手順を追加的に規定したものである。具体的には、端末が基地局からバックオフ指示子Ｍ
ＡＣサブヘッダーのみを含む任意接続応答メッセージを受信する場合、上述したように、
段階Ｓ１２０１及び段階Ｓ１２０２の条件を満足しないので、段階Ｓ１２０３に進行する
ようになる。段階Ｓ１２０３では、このように端末がバックオフ指示子ＭＡＣサブヘッダ
ーのみを含む任意接続応答メッセージを受信する場合、任意接続応答メッセージ受信に失
敗したと判定し、これによって任意接続プリアンブル伝送カウンターを１だけ増加させ、
任意接続プリアンブル伝送カウンター値によって上位階層に任意接続問題を報告したり、
受信されたバックオフ指示子を適用して任意接続プリアンブル再伝送を試みることができ
る。
【００８０】
　（改善例２）
　図１２は、本発明の他の一実施形態によって改善された端末の任意接続応答メッセージ
受信処理アルゴリズムを説明するための図である。
【００８１】
　図１２の任意接続応答メッセージ受信処理アルゴリズムは、図４と対比して段階Ｓ１３
０１の条件を改善したものである。具体的に、段階Ｓ１３０１では、既に設定された任意
接続応答受信ウィンドウ内に任意接続プリアンブル識別子を含む任意接続応答が受信され
たかどうかを判定する。端末が基地局から図１０に示したようなバックオフ指示子ＭＡＣ
サブヘッダーのみを含む任意接続応答を受信する場合、任意接続応答受信ウィンドウ内に
任意接続プリアンブル識別子を含む任意接続応答を受信できなかった場合に該当し、段階
Ｓ１３０４に進行し、端末は、任意接続応答受信失敗による動作を行うようになる。これ
によって、端末は、任意接続プリアンブル伝送カウンターを１だけ増加させ、任意接続プ
リアンブル伝送カウンター値によって上位階層に任意接続問題を報告したり、受信された
バックオフ指示子を適用して任意接続プリアンブル再伝送を試みることができる。
【００８２】
　図１２の任意接続応答メッセージ受信処理アルゴリズムの残りの部分は、図４と同様に
動作する。
【００８３】
　（改善例３）
　図１３は、本発明の更に他の一実施形態によって改善された端末の任意接続応答メッセ
ージ受信処理アルゴリズムを説明するための図である。
【００８４】
　図１３の任意接続応答メッセージ受信処理アルゴリズムは、図４と対比して段階Ｓ１４
０２の条件を改善したものである。具体的には、端末が基地局から任意接続応答受信ウィ
ンドウ内に図１０に示したようなバックオフ指示子ＭＡＣサブヘッダーのみを含む任意接
続応答メッセージを受信する場合、段階Ｓ１４０１では、該当のウィンドウ内に任意接続
応答を受信したので、段階Ｓ１４０２に進行するようになる。
【００８５】
　段階Ｓ１４０２では、端末が伝送した任意接続プリアンブルに対応する任意接続プリア
ンブル識別子を含む任意接続応答がないかどうかを判定する。上述した例のように、バッ
クオフ指示子ＭＡＣサブヘッダーのみを含む任意接続応答メッセージを受信した端末は、
該当の任意接続応答メッセージが、端末が伝送した任意接続プリアンブルに対応する任意



(18) JP 5303655 B2 2013.10.2

10

20

30

40

50

接続プリアンブル識別子を含む任意接続応答でないので、段階Ｓ１４０４に進行し、これ
によって任意接続応答受信失敗による動作を行うようになる。
【００８６】
　上述した改善例１～３のうち改善例１は、図１０に示したようなバックオフ指示子ＭＡ
Ｃサブヘッダーのみを含む任意接続応答メッセージを受信した場合を直接的に任意接続応
答受信失敗動作に連結させるアルゴリズムであって、改善例２及び３は、図４に示した既
存の各判定段階のうちいずれか一つの条件を変えて、図１０に示したようなバックオフ指
示子ＭＡＣサブヘッダーのみを含む任意接続応答メッセージを受信した場合を任意接続応
答受信失敗動作に連結させるためのアルゴリズムと見なすことができる。
【００８７】
　一方、上述した実施形態に係る端末の動作の例を図１４を参照して説明する。
【００８８】
　図１４は、本発明の好適な一実施形態によって端末が任意接続を行う方法を説明するた
めの図である。
【００８９】
　まず、段階Ｓ１５０１で、端末は、競争又は非競争基盤の任意接続過程で基地局に任意
接続プリアンブルを伝送することができる。本発明の一実施形態によると、基地局は、図
１０に示すように、バックオフ指示子ＭＡＣサブヘッダーのみを含むＭＡＣ　ＰＤＵ形態
の任意接続応答メッセージを端末に伝送することができる（Ｓ１５０２）。また、本発明
の好適な一実施形態では、このようにバックオフ指示子ＭＡＣサブヘッダーのみを含むＭ
ＡＣ　ＰＤＵ形態の任意接続応答メッセージを受信した端末が、任意接続応答受信に失敗
したと判定するように設定されることを提案する（Ｓ１５０３）。このために、図１１～
図１３と関連して上述した端末の任意接続応答メッセージ受信アルゴリズムを用いること
ができる。このような端末の任意接続応答メッセージ受信アルゴリズムは、端末プロセッ
サのＭＡＣ階層モジュールにハードウェア的に又はソフトウェア的に設定されて用いるこ
とができる。
【００９０】
　一方、段階Ｓ１５０３で任意接続応答失敗と判定した端末は、次のような任意接続応答
受信失敗による動作を行うことができる（Ｓ１５０４）。
【００９１】
　Ａ．ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ＿ＣＯＵＮＴＥＲ値を１だけ増加さ
せる。
【００９２】
　Ｂ．ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ＿ＣＯＵＮＴＥＲ＝ＰＲＥＡＭＢＬ
Ｅ＿ＴＲＡＮＳ＿ＭＡＸ＋１の条件を満足する場合、任意接続問題を上位階層に通報する
。
【００９３】
　Ｃ．現在進行中の任意接続過程が競争基盤で動作中であると、バックオフ指示子を用い
て、バックオフパラメータ値を均等分散によって選択し、その値だけ遅延した後、任意接
続資源選択過程を行う。
【００９４】
　このような任意接続資源選択過程後、端末は、任意接続プリアンブルを基地局に伝送す
ることができる（Ｓ１５０５）。
【００９５】
　一方、以下では、上述したような基地局への任意接続を行う端末の装置構成について説
明する。
【００９６】
　図１５は、本発明の一実施形態に係る端末の構成を説明するための図である。
【００９７】
　本実施形態に係る端末、具体的に端末のプロセッサは、伝送モジュール１６１０及び受
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信モジュール１６２０などを含む物理階層モジュール１６００、任意接続過程において実
質的な処理を行うＭＡＣ階層モジュール１７００、及び図２及び図３と関連して上述した
ＭＡＣ階層以上の上位階層モジュールを含むことができる。
【００９８】
　まず、本実施形態に係る端末は、物理階層モジュール１６００の伝送モジュール１６１
０を通して任意接続プリアンブルを伝送するように構成することができる。また、本実施
形態に係る端末は、物理階層モジュール１６００の受信モジュール１６２０を通して基地
局から端末が伝送した任意接続プリアンブルに対する応答としてＭＡＣ　ＰＤＵ（Ｍｅｄ
ｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）形態
の任意接続応答メッセージを受信するように構成することができる。すなわち、本実施形
態に係る端末の受信モジュール１６２０は、０個、１個又はそれ以上のＭＡＣ　ＲＡＲを
含むＭＡＣ　ＰＤＵ形態の任意接続応答メッセージを受信できるように構成されることを
提案する。
【００９９】
　一方、本実施形態に係る端末のＭＡＣ階層モジュール１７００は、任意接続応答受信制
御モジュール１７１０、及び任意接続受信失敗による動作を行う処理モジュール１７２０
を含むことができる。本発明の一実施形態に係るＭＡＣ階層モジュール１７００の任意接
続応答受信制御モジュール１７１０は、図１１～図１３と関連して上述したような任意接
続受信処理アルゴリズムをハードウェア的に又はソフトウェア的に具現するためのモジュ
ールである。すなわち、受信モジュール１６２０が受信した任意接続応答メッセージがＭ
ＡＣヘッダーにバックオフ指示子サブヘッダーのみを含むＭＡＣ　ＰＤＵである場合、任
意接続応答メッセージ受信に失敗したと見なし、任意接続応答メッセージ受信失敗による
後続動作を行うモジュール１７２０の動作を誘導するように設定されることを提案する。
具体的に、任意接続応答受信制御モジュール１７１０は、所定時間長さを有する任意接続
応答メッセージ受信ウィンドウ内に受信モジュール１６２０が任意接続応答メッセージを
受信できなかった場合、又は、伝送モジュール１６１０が伝送した任意接続プリアンブル
に対応する任意接続プリアンブル識別子を含む任意接続応答メッセージが受信モジュール
１６２０によって受信されていない場合を任意接続応答メッセージ受信に失敗した場合と
見なすように設定されることを提案する。ここで、伝送モジュール１６１０が伝送した任
意接続プリアンブルに対応する任意接続プリアンブル識別子を含む任意接続応答メッセー
ジが受信モジュール１６２０によって受信されていない場合とは、受信モジュール１６２
０が任意接続応答メッセージ受信ウィンドウ内に受信した全ての任意接続応答メッセージ
が、伝送モジュール１６１０が伝送した任意接続プリアンブルに対応する任意接続プリア
ンブル識別子に対応しない任意接続プリアンブル識別子を含む第１の場合、及び受信モジ
ュール１６２０がＭＡＣヘッダーにバックオフ指示子サブヘッダーのみを含むＭＡＣ　Ｐ
ＤＵ形態の任意接続応答メッセージを受信する第２の場合を含むことを仮定する。
【０１００】
　これによって、ＭＡＣ階層モジュール１７００の任意接続受信失敗による動作を行う処
理モジュール１７２０は、任意接続プリアンブル伝送カウンターを１だけ増加させ、任意
接続プリアンブル伝送カウンターが最大伝送カウンター値に達した場合、上位階層モジュ
ールに任意接続問題があることを報告し、現在進行中の任意接続過程が競争基盤で動作中
であると、バックオフ指示子を用いて、バックオフパラメータ値を均等分散によって選択
し、その値だけ遅延した後、任意接続資源選択過程を行うことができる。このような任意
接続資源選択過程後、端末は、伝送モジュール１６１０を通して任意接続プリアンブルを
再伝送することができる。
【０１０１】
　端末の受信モジュール１６２０が受信するＭＡＣ　ＰＤＵ形態の任意接続応答メッセー
ジは、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅ
ｌ）を介して受信することができ、端末の受信モジュール１６２０は、この任意接続応答
メッセージ受信のために既に設定された任意接続応答受信ウィンドウ内でＰＤＣＣＨをモ
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ニタリングすることができる。
【０１０２】
　上述したように開示された本発明の好適な各実施形態についての詳細な説明は、当業者
が本発明を具現して実施できるように提供された。以上では、本発明の好適な各実施形態
を参照して説明したが、該当の技術分野で熟練した当業者であれば、下記の特許請求の範
囲に記載された本発明の思想及び領域から逸脱しない範囲内で本発明を多様に修正及び変
更可能であることを理解するであろう。したがって、本発明は、上述した各実施形態に制
限されるものでなく、上述した各原理及び新規の特徴と一致する最広の範囲を与えようと
するものである。
【産業上の利用可能性】
【０１０３】
　上述したような信号送受信技術及びこのための端末構造は、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステム
に適用される例を中心に説明したが、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステム以外にも、類似する過程
を有する他の多様な移動通信システムに適用可能である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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